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皆 さんこんにちは！ナターシャです。日本はアメリ
カのニューヨーク、イギリスのロンドンのような

四季のある温暖な気候です。一方、私の故郷バルバドス
はメキシコ、フィリピンのような熱帯の気候です。熱帯
には雨が多い「雨季」と雨の少ない「乾季」の 2 つの季
節しかありません。そのため、私
は季節の変わり目を経験することに
慣れていません。冬が終わり春に
なるとき、野山には草花が芽生え、
生命の息吹が感じられます。　　 
　日本で代表的な花といえば桜があ
げられますが、私は梅や桃の花も好
きです。今年は京都の北野天満宮で
梅の花が満開の庭園を散策しました。
また、与謝野町で愛されている椿と
向日葵の開花も毎年楽しみにしてい
ます。バルバドスでも花は愛され
ており、ハイビスカスが一年中咲い
ています。この花は、日の出と共に
開花し日没にはしおれてしまいます。 
　日本人は花に特別な思いを持っているように思います。
満開の桜は新生活の始まりと関連付けられます。また、花
はすぐに散ってしまうため、はかない美しさに心が動か
されるのだと思います。 　　　　　　　　　　　　　     

　英語の「Bloom」という言葉は、一般的には植物の花が
開花した状態を指しますが、美しさ、新鮮さ、活力に溢れ
る状態といった意味もあります。また、変化、成長、発
展するという意味もあり、私はこれらの意味を気に入っ
ています。英語には「A girl has bloomed」という言葉

があります。これは、少女が成長し
自立した女性になるということを
意味します。　　       　　　　　 
　日本には春があり、春に花が咲く
とき花粉症に苦しむ人がたくさんい
ます。同様に、変化や成長、発展は、
時には対処するのに苦労すること
もあります。しかし、花粉症に対す
るマスクのように、うまく準備すれ
ば、その変化から生まれた良いもの
を引き出して楽しむことができます。 
　私はよく「なぜ日本に来たのです
か？」と聞かれます。私はいつも「英
語を教えるために来ました」と答え
ますが、厳密に言うと私は自分自身

を開花させるために日本に来ました。自立した人間になる
ためには、適切な状況と挑戦を生み出す環境にいなければ
ならないと思っています。日本で私は開花したいと思いま
す。

丹波市の白
びゃくごうじ

毫寺で藤の花を楽しみました

A L Tリレーコラム ［第 73 回　開花 by ナターシャ・ハーパー］	 COLUMN
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ちりめんの道の機屋の町並み

岩滝石田三河内

加悦後野

図書館へ行こう！		  BOOKS

●問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
●開館時間／午前10時～午後６時　●休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

雨の日には家でゆっくり
過ごしませんか？

もうすぐやって来る梅雨の季節。雨が続くと、じめじめと湿気も多
く体も心もすっきりしないという方も多いのでは？今月はそんな季節
でも、楽しく過ごせるヒントが詰まった本をご紹介します。

一般書 ●『スマホ世代のためのパソコン入門』
村松茂／秀和システム ●『結婚の嘘』柴門ふみ
／中央公論新社 ●『明治・大正・昭和華族のす
べてがわかる本』新人物往来社／新人物往来社 

●『ねてもさめてもとくし丸』水口美穂／西日本出版社 ●『
犬が来る病院』大塚敦子／ＫＡＤＯＫＡＷＡ ●『その調理、
９割の栄養捨ててます！』東京慈恵会医科大学附属病院栄養部
／世界文化社 ●『服を１０年買わないって決めてみました』
どいかや／白泉社 ●『猫と暮らすインテリア』朝日新聞出版
／朝日新聞出版 ●『手軽でたのしいふわかわパステル画』中
村友美／誠文堂新光社 ●『錆びた太陽』恩田陸／朝日新聞出
版 ●『柳生三代の鬼謀』鳥羽亮／徳間書店 ●『素敵な日本人
』東野圭吾／光文社   児童書 ●『エリック・カールのイソッ
プものがたり』イソップ／偕成社 ●『アランの歯はでっかい
ぞこわーいぞ』ジャーヴィス／ＢＬ出版 ●『おさるのこうす
け』武田美穂／童心社 ●『やさいのがっこう　ピーマンくん
ゆめをみる』なかやみわ／白泉社 ●『プログラミング教室』
たにぐちまこと／ポプラ社 ●『鉱物キャラクター図鑑』松原
聰／日本図書センター ●『どうぶつがっこうとくべつじゅぎょ
う』トビイルツ／ＰＨＰ研究所 ●『香菜とななつの秘密』福
田隆浩／講談社 ●『フラダン』古内一絵／小峰書店 ●『ぼく
たちのリアル』戸森しるこ／講談社

今月の
新着図書

『天気痛 つらい痛み・不安の原因と治療方法』
 佐藤 純／光文社

雨が降ると頭痛がしたり、膝が痛くなった
りすることはありませんか？そんな天気に
よって生じる慢性の痛み「天気痛」に着目
し、日本で唯一の天気痛外来を開設した著
者が、天気痛の実態と発生のメカニズム、
対処・治療法を実例と共に紹介した１冊で
す。

『ゆらゆらゆれる北欧風手作りモビール』
 寺沼麻美／ネコ・パブリッシング　
部屋のわずかな空気の流れにあわせて、ゆ
らゆらゆれるモビール。この本には、紙や
フェルトなどで作るモビールの型紙がつき、
初めてでも気軽にできるようになっていま
す。紹介されているカラフルでおしゃれな
モチーフのモビールは見ているだけで、明
るい気持ちになりそう。

『あめのひのえんそく』
間瀬なおかた／ひさかたチャイルド

今日は待ちに待った遠足の日なのに、空は
どんより雨模様。そんな天気の中、バスは
ぶどうやまへむかって走ります。途中のト
ンネルを抜けるたび、田んぼや牧場、海と
さまざまな景色が描かれていきます。目的
地に着いたときの楽しい仕掛けに、きっと
気分も晴れ晴れになること間違いなしです。

『５回で折れる！折り紙おもちゃ』
 築地制作所編／ＰＨＰ研究所　
年齢にかかわらず、家族みんなで楽しめる
のが折り紙の良いところ。この本ではたっ
た５回のステップで折れる折り紙が紹介さ
れているので、ぶきっちょさんでも安心し
てチャレンジできます。また折った後も、
動かせたり、着せ替えができたりと作った
後も楽しめますよ。

■日時	 ６月23日（金） ※毎月第４金曜日
	 午後１時30分～３時
■お問い合せ先	 江山文庫　☎ 43-2180

江山文庫読書会 与謝野晶子の童話を読む
第 62 回「蛍の探し物」

　　図書館おはなし会

[ 本　館 ] ７月 ２日（日）午後２時～
	 （七夕おはなし会）

[加　悦 ] ７月 15日（土）午前10時 30分～
[野田川 ] ６月 17日（土）午前10時 30分～
	 （紙芝居の日）
	 ７月 １日（土）午前２時～
	 （七夕おはなし会）

Info

◆　図書館の本は大切に　◆

図書館にある本は、町民みなさんの大切な財産です。
汚したり破ったりしないように、大切に扱ってください。
また、うっかり本を傷めてしまった場合には、勝手に修理
しないで（セロハンテープでの修理は本を傷めます）、職
員へご相談ください。
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私 はこの8月でALTとしての任期が終わります。皆さ
んにお別れと感謝の言葉を伝えたいのですが、私の気

持ちの全てを伝える言葉が見つかりません。今から5年前、初
めて日本に来たときはこんなに長い間日本に住むことになると
は思っていませんでした。しかし、この町で暮らすうちにずっ
とここに住みたいと思うようになりました。
与謝野町で暮らしはじめたとき、今まで日本に来たことが
なかったためとても不安を感じていました。
丹後の言葉は私が大学で学んだ日本語とは
全く違ったので、初めの1ヵ月の生活はと
ても難しかったことを覚えています。
しかし、私が勤めることになった橋立中
学校の先生はとても優しく親切にしてくれ
ました。また、初めて道で出会った人も日常
生活で役立つ日本語を教えてくれたり、玉
ねぎの切り方や駅までの道を親切に教えてくれました。そのた
め、数ヵ月後にはたくさんの人と話すことが出来るようになり
ましたし、とても生活しやすくなりました。
橋立中学校ではたくさんの思い出があります。私の生徒たち
はとても素晴らしい子どもたちでした。いつも頑張って私と話
そうとしてくれましたし、とても優しかったです。体育祭はい
つもNice（楽しみ）な日でした。生徒たちと一緒になって運
動することはとても楽しかったです。
英語の授業もとても楽しかったです。私は橋立中学校と石川・

岩滝小学校で英語を教えましたが、私の生徒たちはいつも一生
懸命英語を学んでいましたし、私も生徒たちから学ぶことがた
くさんありました。中学校の授業ではどういった工夫をすれば
授業が良く理解できるようになるかいつも考え、小学校の授業
ではもっと英語を楽しく学ぶことができる方法を考えました。
私の生徒たちはいつも私が考える新しい英語ゲームや活動を楽
しみにしてくれました。

学校以外では岩滝弓道教室で弓道を学び
ました。学校が終わった後のほとんどの時
間を道場で過ごしました。道場の皆さんの
優しさと温かい心づかいに感謝しています。
そこは日本に来てから本当に心を落ち着け
ることができた場所でした。道場は私の家
のようであり皆さんは私の両親や祖父母の
ようでした。皆さんとのたくさんの思い出

は私の人生の中で決して忘れられないものとなりました。また、
道場以外でもたくさんの友達ができました。その友達とは毎週
皆で一緒に食事をしています。お気に入りのレストランで食事
をすることは生活の中での最も楽しいことの 1 つになりました。
　町の皆さんには言い表せない程の感謝をしています。私は与
謝野町を去った後も日本で就職したいと考えています。皆さん
の温かさと受け入れていただいた心づかいにより与謝野町は私
の第 2 の故郷になりました。5 年間本当にお世話になりました。
どうもありがとうございました。

A L T リレーコラム ［第 75 回　与謝野町の皆さんへ 　by マリア・ベレム・フローレス］	 COLUMN

お気に入りのレストランにて（右端が筆者）。
ありがとうございました！

大内峠妙見堂前からの眺望

日
本
遺
産
「
三
〇
〇
年
を
紡
ぐ

絹
が
織
り
成
す
丹
後
ち
り
め

ん
回
廊
」。
こ
の
た
び
選
定
さ
れ
た
日

本
遺
産
の
構
成
文
化
財
に
は
、「
天
橋

立
」
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
日
本
三
景
の
一
つ
天
橋
立

が
丹
後
地
方
を
象
徴
す
る
景
勝
地
と
し

て
古
く
か
ら
内
外
に
知
ら
れ
て
い
た
た

め
で
、
そ
の
知
名
度
か
ら
「
橋
立
」
銘

の
付
い
た
丹
後
ち
り
め
ん
生
地
も
作
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
天
橋
立
の
姿
は
着

物
の
絵
柄
と
し
て
も
描
か
れ
、
ち
り
め

ん
に
限
ら
ず
女
性
用
着
物
の
裾
や
男
性

の
羽
織
の
裏
な
ど
に
も
好
ん
で
用
い
ら

れ
て
い
ま
す
。

与
謝
野
町
か
ら
の
天
橋
立
眺
望
ス

ポ
ッ
ト
で
あ
る
大
内
峠
も
日
本
遺
産
を

構
成
す
る
文
化
財
の
一
つ
で
す
。
こ

こ
か
ら
は
約
３・６
㎞
の
松
並
木
を
横

一
文
字
に
観
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か

ら
、「
一
字
観
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
５
年
に
当
地
を
訪
れ
た
与
謝
野

鉄
幹
、
晶
子
夫
妻
が
こ
の
眺
望
を
讃
え

た
歌
碑
を
は
じ
め
、
江
戸
時
代
か
ら
平

成
に
至
る
多
く
の
句
碑
に
つ
い
て
は
以

前
の
連
載
で
も
触
れ
て
い
ま
す
が
、
短

歌
や
俳
句
だ
け
で
な
く
、
絵
画
や
織
物

な
ど
、
当
町
に
現
代
も
息
づ
く
、
さ
ま

ざ
ま
な
も
の
づ
く
り
へ
の
意
欲
を
か
き

立
て
る
景
観
を
残
し
て
い
ま
す
。

（
与
謝
野
町
教
育
委
員
会
）

時の贈り物 ［ 第92回　大内峠「一字観」～日本遺産構成文化財～ ]	

　図書館おはなし会
[ 野田川 ] ８月 19日（土）午前10時 30分～
	 （紙芝居の日）

[本　館 ] ９月 ２日（土）午後３時～
[加　悦 ] ９月 ９日（土）午前10時 30分～

Info

夏休みも半分が過ぎました。学校がお休みの間は、ご家族で過ごされる時間
も長くなりますね。せっかくの機会を楽しく過ごすために、参考になりそうな
本をご紹介します。

図書館へ行こう！		  BOOKS

●問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
●開館時間／午前10時～午後６時　●休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

親子でチャレンジ！
『ボクがつくった世界のおやつどうぞ !』

平野恵理子／偕成社

中華料理屋でみんなで食べた杏
仁豆腐、とってもおいしかった
から、自分で作ってみよう！こ
の絵本に出てくる男の子は、ど
んどんおやつ作りに挑戦して、
全部で 10 種類の世界のおやつ

のレシピを教えてくれるので、ぜひ試しに作ってみてください。

『せいかつこどもずかん衣食住』
丹伊田弓子／学研プラス

幼児から小学低学年に向けて、生活に関
するマナーや方法などを分かりやすく書
いたくらし図鑑。朝の顔の洗い方から雑
巾の絞り方といった掃除の方法、電話の
使い方など、せいかつの「できるかな？」
を学ぶことができる図鑑ですので、ご家
族で読んでみてください。

『絶対楽しい ! 親子で行けるおいしい工場見学』
キョーハンブックス

普段から食べているあのお菓子や飲み物
が、どうやって作られているのかを見学
できる工場や施設を紹介。見学コースや
製造工程も紹介されているので、行く前
の予習はもちろん、取り上げられている
商品について詳しく知ることができる１
冊です。

一般書 ●『子どもの頃から哲学者』苫野一徳／
大和書房 ●『絶家を思う』長宗我部友親／新講
社 ●『地図で見るアラブ世界ハンドブック』マ
テュー・ギデール／原書房 ●『新しいクラフト

ビールの教科書』プレジデント社 ●『最後の楽園の生きもの
たち』ＮＨＫ「ホットスポット」制作班　東京書籍 ●『キッ
チンでできる草木染めレッスン帖』佐藤麻陽／ブティック社 
●『ハッチとマーロウ』青山七恵／小学館  ●『決戦！新選組
』葉室麟／講談社 ●『スウィングしなけりゃ意味がない』佐
藤亜紀／ＫＡＤＯＫＡＷＡ ●『危険領域』笹本稜平／徳間書
店 ●『それでもこの世は悪くなかった』佐藤愛子／文藝春秋 
児童書 ●『そらまめくんのはらっぱあそび』なかやみわ／小
学館 ●『つまんないつまんない』ヨシタケシンスケ／白泉社 
●『学校犬バディが教えてくれたこと』吉田太郎／金の星社 
●『日本と世界のくらし 衣食住　全3巻』上羽陽子／汐文社 
●『こども孫子の兵法』齋藤孝／日本図書センター ●『どう
なってるの？　うみのなか』ケイト・デイヴィス／ひさかたチ
ャイルド ●『すごいぞ!甲子園の大記録』講談社 ●『暗号学
』稲葉茂勝／今人舎 ●『ピンクのドラゴンをさがしています
』あんびるやすこ／岩崎書店 ●『文豪ノ怪談ジュニア・セレ
クション　全3巻』汐文社 ●『そんな軽い命なら私にください
』渡部成俊／大和書房

今月の
新着図書

■日時	 ８月25日（金） ※毎月第４金曜日
	 午後１時30分～３時
■お問い合せ先	 江山文庫　☎ 43-2180

江山文庫読書会 与謝野晶子の童話を読む
第 64 回「二羽の雀」

紙芝居『丹後ちりめん加悦谷の三人の始祖』
上演会のお知らせ

丹後ちりめんが与謝野
町で作られるようになっ
たのは、江戸時代に、地
域の人々を苦しい生活か
ら何とか救おうと命がけ
で取り組んだ、ある３人
の活躍があってのことで

した。このような丹後ちりめんの歴史を伝えるために、
紙芝居『丹後ちりめん加悦谷の三人の始祖』が作成され、
図書館に紙芝居とＤＶＤが寄贈されました。
　これを記念して、製作者の森山道子先生をお迎えして
上演会を開催します。迫力の生の語りによる紙芝居の上
演後には、丹念な取材に基づいたこの作品への思いや製
作秘話なども語っていただきます。

■日時　９月３日（日）　午後２時～３時 30 分
■場所　知遊館研修室

紙芝居製作者である森山道子先生
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は じめまして！僕の名前はセバスチャンです。江陽中学
校の新しいＡＬＴとしてこの夏にイギリスからやって

来ました。毎日自転車で通勤しているので、もう既に僕を見た
ことがある方がいるかも知れませんね。
僕は今年で23歳になります。故郷はイギリス南西部にある
ブリストルという町です。与謝野町と同じくブリストルは農業
が盛んであり、美しい風景、そして友好的な人柄で知られてい
ます。日本に来る前、僕はフランスで英語
を教えていました。また、大学ではフラン
ス語、アラビア語とアラビア文学を専攻し
たので異なる言語や文化を学ぶことに興味
があります。新人なので分からないことば
かりですが、がんばりますのでよろしくお
願いします。
今月は10月です。イギリスの古い言い伝
えでは、秋は超自然的な世界が現れる季節だといわれています。
日本でもおなじみの「ハロウィン」は古代ヨーロッパで、秋に
さまよう霊から身を守るために火を燃やしたことが起源である
といわれています。
多くのイギリス人は10月を嫌います。なぜなら、イギリス
の冬は昼が短く夜が長い憂うつな季節であり、10月は冬へと
続く秋の始まりであるからです。故郷イギリスでは短い夏が終
わり、世界はゆっくりと眠ろうとしています。自然は全てに終
わりがあることを僕たちに思い出させてくれます。永遠に続く

ものはありません。イギリスの芸術と詩の多くは季節の変化と
それがもたらす悲しみを表現しています。

イギリス人にとって秋は終わりの季節ですが、今僕が日本で
体験している秋の始まりは少し異なる印象を受けました。空気
はすがすがしく、日差しは優しく感じられます。そして何より、
夏から秋にかけてゆっくりと豊かな色になっていく山々の木々
に驚きました。

フランスの作家、アルベール・カミュ
は 著 書 に ｢Autumn is a second spring 
when every leaf is a flower（秋は第二の
春、全ての葉が花）｣ と書きました。僕は
与謝野の山々の木々を見て、まさにそのと
おりだと思いました。この時期の日本の自
然はとても色鮮やかで美しいと思います。

秋の美しさには学ぶべき教訓があると思
います。それは、僕たちが望む、望まないにかかわらず、美し
いものは常に僕たちの周りにあるということです。秋はただ単
に夏の終わりかも知れませんが、僕にとっては新しいことの始
まりに感じます。

毎日、仕事から家に戻る途中、僕はこの町の自然の美しさを
感じます。僕は自然豊かなこの町に来られたことが非常に幸運
で幸せだと思います。この町に僕を迎えていただきありがとう
ございます。皆さんも僕と同じように与謝野の美しい秋の日々
を楽しむことを願っています。

A L T リレーコラム ［第 77 回　イギリスと日本の秋 　by セバスチャン・フェイガン］	 COLUMN

セバスチャンといいます！
よろしくお願いします！
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公民館訪問 ［ 第41回　与謝地区公民館 ]	時の贈り物［ 第93回　「飾り瓦」古民家にみる意匠と機能 ]	
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（
与
謝
野
町
教
育
委
員
会
）ちりめん街道で見られる飾り瓦の一例（左：大黒さん、右：うさぎ）

　図書館おはなし会
[ 加　悦 ] 10 月 14 日（土）午前 10 時 30 分～
　[ 本　館 ] 11 月４日（土）午後３時～
[ 野田川 ] 10 月はお休みです

Info

10 月 27 日は「文字・活字文化の日」。日本語は、ひらがな・カタカナ・漢字とさま
ざまな文字に溢れています。

今回は、文字や書道にかかわる本をテーマに集めてみました。

図書館へ行こう！		  BOOKS

●問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
●開館時間／午前 10 時～午後６時　●休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

文字・活字の日
『字を書く女 中年書道再入門』

酒井順子／芸術新聞社

「負け犬の遠吠え」など独自の視点から
歯切れの良い語り口のエッセイが好評の
著者。彼女が 2 年にわたって書道のお稽
古を体験し、筆をもつ楽しさや写経の魅
力のほか、王羲之や空海の書についても、
新たな切り口で綴ったエッセイです。

『美文字の法則さっと書く一枚の手紙』
根本知／さくら舎

昔より文字を書く機会が少なくなったと
言われていますが、だからこそ手書きの
手紙は心に残ります。「お礼状」や「詫び状」
を、さまざまな筆記用具で書いた例文を
収録するほか、美文字を書くための法則
を、わかりやすく伝授しています。

『ひともじえほん』
こんどうりょうへい／福音館書店

「あ」を人間の体で書いたらどうなる？
一人で書ける文字は何？からだでひらが
なの 50 音を作った写真に、リズミカル
な文章をそえた写真絵本。からだで文字
を作りながら、文字の形の不思議さ、体
の動きの面白さを味わえます。

『とめはねっ！鈴里高校書道部　全 14 巻』
河合克敏・武田双雲／小学館

廃部寸前の書道部に強引に入部させられ
た帰国子女で書道初心者の主人公と、柔
道は全国２位の実力だが、書道は大の苦
手な女の子が、「書の甲子園」にチャレ
ンジする青春ストーリー。漫画ですが読
めば書道への興味が湧くこと間違いなし。

一般書 ●『町を歩いて本のなかへ』南陀楼綾
繁／原書房 ●『子や孫にしばられない生き方
』河村都／産業編集センター ●『非暴力を学
ぼう』中川喜代子／解放出版社 ●『部活があ

ぶない』島沢優子／講談社 ●『イギリスの小学校教科書で
楽しく英語を学ぶ』古川昭夫／小学館 ●『ヒストリア』池
上永一／ＫＡＤＯＫＡＷＡ  児童書 ●『ころりんタイヤく
ん』新井洋行／フレーベル館 ●『そらの100かいだてのい
え』いわいとしお／偕成社 ●『いのちのたべもの』中川ひ
ろたか／おむすび舎 ●『おしりたんてい　いせきからのＳ
ＯＳ』トロル／ポプラ社 ●『いきのびる魔法』西原理恵子
／小学館 ●『リンちゃんとネネコさん』森山京／講談社

今月の
新着図書

■日時	 10月27日（金） ※毎月第４金曜日
	 午後１時30分～３時
■お問い合せ先	 江山文庫　☎ 43-2180

江山文庫読書会 与謝野晶子の童話を読む
第 66 回「正平さんと飛行機」

◆◇雑誌リサイクルのお知らせ◇◆

10 月 27 日～ 11 月９日は読書週間です。この季節に毎年恒
例の雑誌リサイクルを行います。図書館で保存期限が切れた
雑誌を希望者へお譲りします。
お近くの館（室）で本を借りる際に、ぜひご利用ください。

【 本 館 】：10 月 27 日（金）～ 11 月２日（木）　
【 加 悦 分 室 】：11 月４日（土）～ 11 月９日（木）　　
【野田川分室】：11 月 11 日（土）～ 11 月 16 日（木） 
それぞれ開館時間中（午前 10 時～午後６時）

〈内容〉
▼平成 25 年９月から平成 26 年８月末までに図書館で購入
した雑誌 59 種類 780 冊（予定）
▼期間中お１人様３冊まで。電話等での予約・取り置き・交
換は受け付けられません。
▼お渡しする際には図書館カードを呈示いただきます。
▼数に限りがありますので、先着順でなくなり次第終了しま
す。　
※雑誌タイトル等詳細は館内掲示ポスターおよび図書館ホー
ムページでご確認ください。
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皆 さん、「S
シ ー ズ ン ズ
eason's G

グリーティングス
reetings ※ （季節のご挨拶を申し上

げます）」。ナターシャです。欧米ではクリスマスから
年末年始にかけては「ホリデーシーズン（休暇の季節）」と呼
ばれ、人々はそれぞれの文化や宗教の伝統的な方法で家族と一
緒に祝います。私は家族と遠く離れて暮らしているので一緒に
ホリデーシーズンを過ごすことはできませんが、インターネッ
ト電話を使えば家族の顔を見ながら電話をすることができるの
で寂しくはありません。

私の故郷であるバルバドスでは、ほとん
どの家庭はクリスマスを家族と一緒に過ご
します。しかし、私の両親は警察官だった
のでホリデーシーズン中は忙しく、私が子
どものころは一緒に過ごすことができませ
んでした。私はいつも隣人やいとこの家で
クリスマスを過ごしていたため、私の家にはクリスマスの伝統
的な祝い方がありません。

やがて大人になり、私はクリスマスを自分なりの方法で祝う
ようになりました。この時期に特別なことをすることで家族や
友人、隣人との距離を縮めるきっかけになると信じていたから
です。バルバドスで私は小学校の先生をしていたので、私は子
どもたちとクリスマスパーティーをするようになりました。私
のクラスではお互いにプレゼント交換をするためにそれぞれが
おもちゃや本を持ってきます。また、ケーキやサンドウィッチ、
キャンディ、フライドチキンなどの食べ物を持ち寄りみんなで

食べました。
また、私生活でも私はお菓子作りをすることを決めました。

初めての試みでしたが簡単なチョコチップクッキーから作り始
め、はちみつやミント味のクッキーも作ることができるように
なりました。私はそれらをラッピングし、小さなバスケットか
ごに入れて近所の家々に配りました。私がこの活動を始めたと
き誰もが驚きましたが、毎年続けることでみんなは私の「ホリ

デー・バスケット」を楽しみにしてくれる
ようになりました。やがて、私がサンタク
ロースの衣装を着て近所の家々を訪問する
と、皆がとても歓迎してくれるようになり
ました。クリスマスは家族で過ごしプレゼ
ントを交換するものですが、その目的はお
互いがお互いを思いやり、絆を深めるとと

もに、新しい絆を作ることもできると思います。
バルバドスから日本に引っ越すことが決まったとき、「ホリ

デー・バスケット」を楽しみにしてくれている人はとても悲し
んでくれました。私は日本へ来てからこの習慣をしていません
でしたが、昨年、私は新しくできた友達と一緒にクリスマスパー
ティーをしました。私たちはたくさんの食事を作ってお互いに
交流を深めました。形は変わりましたが、これは私の新しい「ホ
リデー・バスケット」になりました。皆さんもクリスマスをきっ
かけに大切な人との絆を深めてみてはどうですか？
※ 欧米で使われる年末のあいさつ。

A L T リレーコラム ［第 79 回　ホリデー・バスケット 　by ナターシャ・ハーパー］	 COLUMN

合唱クラブの皆さんとクリスマス会をしました
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。

ま
た
、山
屋
台
の
初
期
の
状
況
は
、

明
治
初
期
に
上
之
町
と
奥
地
町
が
峰

山
町
で
使
わ
れ
て
い
た
山
屋
台
を
購

入
し
た
こ
と
に
始
ま
る
と
伝
わ
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
時
に
は
幕
類
も
セ
ッ

ト
で
購
入
し
た
よ
う
で
、
そ
の
一
部

が
奥
地
町
の
蔵
に
保
管
さ
れ
て
い
ま

す
。曳

山
は
三
河
内
の
人
達
の
気
性
に

合
っ
た
の
で
し
ょ
う
、
各
地
区
の
財

力
で
屋
台
を
新
調
・
整
備
を
続
け
、

今
の
姿
と
な
り
ま
し
た
。
い
つ
ま
で

も
こ
の
屋
台
巡
行
を
見
送
り
た
い
も

の
で
す
。

　
　
　
（
与
謝
野
町
教
育
委
員
会
）

①②

③④

Info　　図書館おはなし会

[ 加　悦 ] 
　■12月９日（土）午前10時30分～（クリスマスおはなし会）
[ 野田川 ]
　■ 12 月 16 日（土）午前 10 時 30 分～（紙芝居の日）
　■ 12 月 23 日（土）午後２時～（クリスマスおはなし会）
[ 本　館 ] 
　■１月６日（土）午後３時～

今年もあと１ヵ月足らず。新年を迎える前に大
掃除という方も多いのでは？　

掃除や片付けに関する本をご紹介します。

図書館へ行こう！		  BOOKS

●問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
●開館時間／午前 10 時～午後６時　●休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

今年の汚れは今年のうちに？

『片づけたい （暮らしの文藝）』
赤瀬川 原平ほか／河出書房新社

明治の文豪島崎藤村から、佐藤愛子など
現代の名エッセイストたちの「片付け」
に関する随筆 32 篇を収録。ほうきから
お掃除ロボットと、作中で扱う道具は変
わっても、片付けに悩み、思い出の品へ
の愛着、掃除道具へのこだわりなど、時
代を経ても「片付け」にまつわる思いに
通じるところがあります。

『なんでもあらう』
鎌田 歩／福音館書店

ヘルメットをかぶったおじさんに、「汚
いままだと危ないぞ」とよごれた自転車
を洗ってもらったけんちゃん。おじさ
んは、安全のために道路を洗っている
ところを見せてくれます。他にも、町
の中には洗うものがいっぱい。大きな
建物や乗り物がどんな風に洗われてい
るか、ぜひ読んでみてください。

『家事代行のプロが教えるかしこいそうじ術　
キレイ習慣が身につく！』

Casy ／学研プラス

忙しい毎日の中で、いつもと同じ掃除の
やり方では物足りない、もっと効率よく
したいという方へおすすめ。家事のプロ
が教える、特別な道具は使わずに簡単で、
時間短縮できるお掃除テクニックを学ん
で、今年の大掃除を乗り切ってみません
か。

一般書 ●『教養は児童書で学べ』出口治明／
光文社 ●『忘れられた巨人』カズオイシグロ
／早川書房 ●『大学の学科図鑑』石渡嶺司／
ＳＢクリエイティブ ●『スタンフォード式最

高の睡眠』西野精治／サンマーク出版 ●『元号』山本博文
／悟空出版 ●『日本百低山』日本山岳ガイド協会／幻冬舎 
●『95歳まで生きるのは幸せですか？』瀬戸内寂聴・池上
彰／ＰＨＰ研究所 児童書 ●『ルラルさんのだいくしごと
』いとうひろし／ポプラ社 ●『おならまんざい』長谷川義
史／小学館 ●『ヒヒヒヒヒうまそう』宮西達也／ポプラ社 
●『大人になったらしたい仕事』朝日中高生新聞編集部／朝
日学生新聞社 ●『冬眠のひみつ』近藤宣昭／ＰＨＰ研究所 
●『クリスマスがちかづくと』斉藤倫／福音館書店

今月の
新着図書

■日時	 12月22日（金） ※毎月第４金曜日
	 午後１時30分～３時
■問い合わせ先	 江山文庫　☎ 43-2180

江山文庫読書会 与謝野晶子の童話を読む
第 68 回「お腹の写真」

◆◇ 年末年始期間に関するお知らせ ◇◆

図書館の年末年始にかけての開館情報は以下のとおりです。
来年も変わらずご利用くださいますようよろしくお願いします。
【年末年始休館期間】　　12 月 28 日（木）～１月４日（木）
【年内開館最終日】　　12 月 27 日（水）
【新年開館初日】　　１月５日（金）　

※１月８日（月・祝）は本館・加悦分室は休館、野田川分室は開館しています。
※祝日と休館日（本館・加悦分室は月曜日、野田川分室は火曜日）が重なる場合は、
　休館日となりますのでご注意ください。休館日と重ならない祝日は、通常どおり開館しています。



Info

皆 さんが新年をご家族と一緒に穏やかに迎えられた
ことをお喜びします。日本では新年に、今年１年

の目標を「新年の抱負」として心の中で決意したり家族の
前で約束したりしますね。イギリスにも同じ伝統がありま
す。未来を真剣に考えることはとても大切なことですが、
日々の生活は大変で、私を含む多くの人に
とって抱負を達成することは難しいことで
す。そこで、今回の記事では僕の４つの抱
負を皆さんに発表することで自分と皆さん
に誓いを立てるとともに、今年の僕の姿勢
と行動を見てもらいたいと思います。
一つ目は「もっと日本語を学ぶ」です。言
語を学ぶには熱意と時間が必要ですが、努
力に見合う価値はあります。より多くの情
報を得て、遠い場所にでかけることで新し
い友人を作ることができ、自分の世界が広
がります。僕は今年中に漢字で自分の住所が書けるぐらい
になりたいです。
二つ目は「毎日何か新しいことをする」です。僕たちの
周りには注意しなければ見つからないけれども、見つける
価値のある素晴らしいものがたくさんあります。日常に流
されて生きるのは簡単ですが、心の活力は失われていきま
す。毎日新しいことをするのは簡単ではありませんが、周
りの世界についてもっと学び、異なる視点からそれを見て

みることが大切です。この町には隠れた素晴らしいものが
たくさんあるので、できる限り多くの探検を試みたいと思
います。

三つ目は「時間を守る」です。イギリスでは時間を守る
ということはちょうどの時間に到着することを意味します

が、日本では少し早く到着することが暗黙の
了解となっています。この日本の習慣は他者
への気配りと気持ちの余裕を生み出し、より
良い活動に繋がるので、ぜひ身につけたいと
思います。

最後の抱負は「本を読む」です。毎日、読
書のために 30 分を割り当てたいと思いま
す。読書は学びと気づきを僕たちに与えてく
れ、読んだ本の内容が自分の中に根付き成長
を実感できたときは何よりの喜びとなります。
イギリス出身の有名なバンドである「Coldplay

（コールドプレイ）」の曲に「Life Is For Living（人生は
生きるためのもの）」というものがあります。これは、た
だ生きるだけではなく自分の人生のために生きろという意
味です。日々の生活は大変で、時に決意は揺らぐこともあ
ります。しかし、より良い人生のために向かっていくこと
をやめるべきではありません。皆さんが向上心を持ち、愛
する人とともにあることを願っています。寒い日が続きま
すが、暖かくし、春が必ず来ることを忘れないでください。

A L T リレーコラム ［第 81 回　新年の抱負 　by セバスチャン・フェイガン］	 COLUMN

「新年の抱負」は何ですか？
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右
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夜
中
の
豪
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や
み
、
早
朝
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覚
ま
す
と
お
気
に
入
り
の
竹
林
の
一

大
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。
折
れ
て
し
ま
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ぬ
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い
っ
た
情
景
で
し
ょ
う
。
い

か
に
も
寒
そ
う
な
人
物
が
今
ま
さ
に

時の贈り物［ 第95回　雪の襖絵～日本遺産関連文化財 ]	

「高士雪景松竹図」　紙本墨画　襖六面

原在中筆「高士雪景松竹図」
特別公開のお知らせ

３月 26 日（月）の午後、
旧尾藤家住宅の座敷にはまっ
た「高士雪景松竹図」の本来
の姿を特別公開予定。

ぜひご覧ください！

揺
す
っ
て
い
る
竹
か
ら
は
雪
が
こ
ぼ

れ
落
ち
て
お
り
、
そ
の
足
元
に
は
少

し
早
い
筍
が
頭
を
出
し
て
い
ま
す
。

右
二
面
の
静
け
さ
に
対
し
、
と
て
も

動
き
の
あ
る
四
面
と
な
っ
て
お
り
、

雪
の
中
の
静
と
動
が
み
ご
と
に
表
現

さ
れ
て
い
ま
す
。

（
与
謝
野
町
教
育
委
員
会
）

図書館おはなし会のお知らせ

■ 加　悦 
　２月 10 日（土）午前 10 時 30 分～
■ 野田川
　２月 17 日（土）午前 10 時 30 分～
■ 本　館 
　３月３日（土）午後３時～

蔵書点検のための臨時休館のお知らせ

図書館は蔵書点検のため、下記のとおり臨時休館します。休
館中はご不便をおかけしますが、ご理解ご協力をお願いします。

● 休館期間　

■ 野田川　　２月 14 日（水）～ 15 日（木）の２日間

■ 加 悦　　２月 20 日（火）～ 21 日（水）の２日間

２月にはバレンタイン、３月はホワイトデーと、お菓子の出番
が多い季節ですね。スイーツにまつわる本をご紹介します。

図書館へ行こう！		  BOOKS

●問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
●開館時間／午前 10 時～午後６時　●休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

スイーツの本

『チョコレートの町』
飛鳥井千砂／双葉社

不動産会社に勤める主人公は、一時
的に故郷にある店舗に赴任すること
に。昔の同級生や家族、シャッター
だらけの商店街、そしてチョコレー
ト工場がある町は、彼にとって戻り
たいと思う場所ではなかったのだが
･･････。読む人の心を温かく包むお
話です。

『ちびスイーツ　和菓子も洋菓子もいっぱい！
小さなお菓子 67』

福田淳子・山崎彩／枻出版社
身近なおやつも小さく作るといつも
よりうんとかわいくなる！
ミニカップケーキ、卵の殻のプリン、
ちび大福など、形や大きさも工夫し
て、プレゼントにもぴったりの洋と
和のちびスイーツ 67 品の作り方を
紹介。

『スイーツ駅伝』
二宮由紀子・武田美穂／文溪堂

ケーキ店、和菓子店、フルーツ、コ
ンビニのスイーツがチームを作って、
第１回全国スイーツ駅伝が開催され
ることに。
総勢 24 のスイーツたちが、それぞ
れの個性を生かして走りますが、果
たしてその結果は？　ユーモアたっ
ぷりのお話。

『おかおになあれ！』
ふじもとのりこ／ＢＬ出版

さくさくクッキー、あまーいチョ
コレート、やわらかグミ ･･････
とてもおいしそうなお菓子が、あ
れあれあれ？　なんと、おかおに
なっちゃった！　いっぱいのおかし
が、いろいろなおかおになっていく、
とっても楽しい絵本です。

一般書 ●『絵本を深く読む』灰島かり／玉川
大学出版部 ●『生きていくあなたへ』日野原
重明／幻冬舎 ●『70歳、はじめての男独り暮
らし』西田輝夫／幻冬舎 ●『不都合な真実2

』アル ・ゴア／実業之日本社 ●『夏井いつきの「雪」の歳
時記』夏井いつき／世界文化社 ●『くちなし』彩瀬まる／
文藝春秋 児童書 ●『ぼく、仮面ライダーになる！ビルド
編』のぶみ／講談社 ●『ひとりでえほんかいました』くす
のきしげのり／アリス館 ●『小学校では学べない一生役立
つ読書術』齋藤孝／ＫＡＤＯＫＡＷＡ ●『貨物船のはなし
』柳原良平／福音館書店 ●『カレーライスを一から作る』
前田亜紀／ポプラ社 ●『ひみつのきもちぎんこう　かぞく
つうちょうできました』ふじもとみさと／金の星社

今月の
新着図書

■日時	 ２月23日（金） ※毎月第４金曜日
	 午後１時30分～３時
■問い合わせ先	 江山文庫　☎ 43-2180

江山文庫読書会 与謝野晶子の童話を読む

第 70 回「子供と白犬」
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住民の安心・安全
を守るため、これ
からも消防団活動
に取り組みます！

皆 さんこんにちは、ナターシャです。桜も開花し、すっ
かり暖かくなりました。今年も日本でお花見がで

きることをうれしく思います。
４月は入学と進学の季節ですね。小学校の入学式で、黄
色い安全カバー付きのピカピカのランドセルを背負ったか
わいい新１年生に早く会いたいと思います。
日本に来る前、私は故郷のバルバドスで小学校の教師と
して７年間働いていました。バルバドスは教育を非常に
重要視しています。独立前イギリス領
だったため、学校制度はイギリスと同
じであり、国内には74の公立学校と
15の私立学校があります。義務教育
は無償で、国民の識字率もほぼ100%
です。小学校は５歳から11歳まで、
中学校は12歳から16歳まで、高校
は17歳から18歳の子どもたちが通
います。学校は９月に始まって７月に終わり、あいだに夏
休みがあるため、夏休み明けが新年度の始まりです。
バルバドスの小学生は、日本の小学生とほぼ同じ科目を
勉強します。ただし、日本で国語を勉強するのと同様にバ
ルバドスでは英語を勉強しますが、外国語としてスペイン
語も勉強します。11歳のとき、全ての子どもは中学校の
入学試験を受けます。科目は英語と数学のみで、試験の結
果に基づいて進学する学校が決まります。
バルバドスの小学校で教師として過ごした最後の日は今

でも忘れられません。当時、私は２年生の担任であり、パ
フォーマンス・アート（人が演じることを作品の一部とす
る現代芸術）部の顧問でした。日本に行くことが決まった
とき、私は子どもたちになかなか言い出せず、やっと伝え
ることができたのは終業式の日でした。終業式の日、私は
クラスの児童とクラブの部員みんなを集めて、地球の反対
側の日本という国に行くことを伝えました。みんな大変悲
しんでくれましたが、私は努めて明るく振る舞いました。

別れはまた、始まりでもあることを伝
えたかったからです。

学校を卒業するときは、親しい友人
や先生との別れで悲しい気分になりま
す。しかし、４月には、新しい制服や
スーツを着て進学や就職に臨みます。
入学式や入社式では緊張したり不安に
思ったりすると思いますが、同じぐら

い胸を高鳴らせ、やる気と決意を持って新しい環境に飛び
込むことになります。私がバルバドスの子どもたちにお別
れを告げたときも同じでした。とても悲しかったですが、
新天地の与謝野町では素晴らしい人たちと出会い新しい経
験を積むことができました。皆さんも、別れのときは悲し
みの中にお互いの未来の幸せと幸運を願い、お互いを送り
出してもらいたいと思います。

新年度が始まります。私も皆さんと一緒になって、この
素晴らしい季節を頑張りたいと思います。

A L T リレーコラム ［第 83 回　新年度の始まり 　by ナターシャ・ハーパー］	 COLUMN

バルバドスでの私のクラスの子どもたち（中央が筆者）
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外
観
を
参
考
に
建
築
さ
れ
た
の

で
は
な
い
か
？　
遠
い
地
で
縁
を
感

じ
た
」
と
喜
ば
れ
ま
し
た
。

調
べ
て
み
る
と
、
赤
瓦
に
壁
の
色

と
質
感
、
建
具
の
か
た
ち
、
１
階
の

ア
ー
チ
デ
ザ
イ
ン
、
メ
ダ
イ
ヨ
ン
と

呼
ば
れ
る
装
飾
な
ど
、
外
観
が
と
て

も
似
て
い
て
驚
き
ま
し
た
。し
か
も
、

旧
加
悦
町
役
場
庁
舎
の
方
が
１
～
２

年
早
く
設
計
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

山
手
地
区
は
、
異
国
情
緒
が
感
じ

ら
れ
、
横
浜
観
光
の
中
で
も
人
気
の

場
所
で
す
。
ま
た
、
旧
ベ
ー
リ
ッ
ク

邸
は
、
現
存
す
る
戦
前
の
外
国
人
住

宅
の
中
で
最
大
規
模
で
あ
り
、
建
築

学
的
に
も
価
値
が
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
建
物
と
似
て
い
る
こ

と
に
う
れ
し
く

な
り
ま
し
た
。

旧
加
悦
町
役

場
庁
舎
は
、
昭

和
２
年
の
丹
後

大
震
災
で
当
時

の
庁
舎
が
倒
壊

し
た
た
め
、
昭

和
４
年
に
建
て

時の贈り物［ 第96回　旧加悦町役場庁舎 ]	

旧加悦町役場庁舎（京都府指定有形文化財）

ら
れ
ま
し
た
。
設
計
は
、
宮
津
出
身

の
建
築
家
、
今い

ま
ば
や
し
ひ
こ
た
ろ
う

林
彦
太
郎
で
、
阪
神

甲
子
園
球
場
を
設
計
さ
れ
た
方
で

す
。
建
築
か
ら
お
よ
そ
90
年
が
経
ち

ま
す
が
、
ち
り
め
ん
街
道
の
起
点
と

し
て
、
人
を
迎
え
る
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
老
朽
と
耐
震
性
の
問
題

か
ら
、
１
階
し
か
使
う
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
安
心
し
て
全
館
を
活
用
で

き
る
よ
う
、
今
年
の
１
月
末
に
、
耐

震
改
修
検
討
委
員
会
を
起
ち
上
げ
、

３
月
か
ら
本
格
的
な
調
査
を
始
め
ま

し
た
。

文
化
的
・
意
匠
的
な
価
値
を
守
り

な
が
ら
の
修
理
は
、
高
度
な
専
門
知

識
と
技
術
が
必
要
で
、
大
勢
の
方
々

の
力
を
必
要
と
し
ま
す
。

建
物
に
適
し
た
修
理
が
な
さ
れ
、

ま
す
ま
す
人
の
交
流
や
良
い
縁
が
生

ま
れ
る
場
に
な
れ
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。

（
与
謝
野
町
教
育
委
員
会
）
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がんばってます！消防団 編集 ● 消防団本部

平成 30 年度全国統一防火標語 「忘れてない？　サイフにスマホに　火の確認」

町
民
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
よ
り
消
防

団
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
格
別
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
４
月
か
ら
新
体
制
と
な
り
、
心

新
た
に
団
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

消
防
団
の
思
い
は
ひ
と
つ
、
本
年
度
も
引

き
続
き
「
火
災
ゼ
ロ
の
町
・
与
謝
野
町
」

を
目
指
し
、「
火
事
を
出
さ
な
い
・
出
さ

せ
な
い
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
町
民
の
皆

様
と
一
体
と
な
っ
て
、
徹
底
し
た
予
防
活

動
と
、
火
災
に
備
え
て
消
防
力
の
一
層
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
災
害
時
に
お
け

る
救
助
や
水
防
活
動
な
ど
住
民
の
安
心
・

安
全
を
守
る
た
め
の
一
役
を
担
っ
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
よ
り
今
後
の
将
来
像
を

見
据
え
、
実
情
に
応
じ
た
持
続
可
能
な
消

防
団
組
織
を
推
進
す
る
た
め
分
団
統
合
、

出
動
区
分
を
変
更
し
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

団
員
一
丸
と
な
り
町
民
の
皆
様
の
大
切
な

生
命
と
財
産
を
守
る
べ
く
、
微
力
な
が
ら

懸
命
の
努
力
を
傾
注
す
る
覚
悟
で
あ
り
ま

す
の
で
、
町
民
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

●
与
謝
野
町
消
防
団
が

　
　
　 

新
体
制
で
ス
タ
ー
ト

本部付分団長（副本部長）

小
こむろ

室 滋
しげみ

巳
本部付分団長（本部長）

足
あだち

立 徹
てつお

生
本部付分団長（副本部長）

蘓
そり
理 嘉

よしのり
徳

副団長（筆頭警防担当）

木
きむら

村 正
まさのり

典
副団長（警防担当）

白
しらす

數 忠
ただ

之
ゆき

副団長（予防担当）

田
たなか

中 譲
ゆずる

本部付分団長（警防）

糸
いとい

井 宏
こうすけ

輔              
本部付分団長（警防）

野
のむら

村 哲
てつや

也
本部付分団長（警防）

藤
ふじわら

原 則
のりひろ

裕
本部付分団長（警防）

井
いのうえ

上 毅
つよし

本部付分団長（予防）

山
やまぞえ

添 宏
ひろあき

明
本部付分団長（予防）

杉
すぎもと

本 和
かずひこ

彦

第１分団長

糸
いとい

井 康
やすゆき

行
第２分団長

木
きざき

﨑 晃
あきら

第３分団長
　　 牛

うしだ
田 竹

たけし
史

第４分団長

河
かわべ

邉 啓
けいすけ

介
第５分団長

堀
ほりえ

江 健
たけし

第６分団長

植
うえもり

森 江
こうすけ

助

第７分団長

安
やすだ

田 晃
あきお

雄
第８分団長

坂
さかね

根 義
よしたか

隆
第９分団長

谷
たにがき

垣 吉
よしのぶ

信
第 10 分団長

大
おおにし

西 弘
ひろし

消防団長

植
うえ

田
だ

 泰
やす

史
し



皆 さんこんにちは、セバスチャンです。過ごしやす
かった５月とはうって変わり、梅雨に入りじめじ

めした日が続きますね。僕はイギリス人ですが、イギリス
人はよく天気の話をします。これは、イギリスの気候が特
徴的なためといわれています。今月はイギリスの気候と天
気の話を皆さんにご紹介します。
イギリスは年間を通して温暖な気候ですが、
曇りや雨の日が多いです。また、夏は日本の
ように暑くならず冬はあまり雪が降りません。
日本とイギリスはどちらも大陸の近くにあ
る島国で、四季があります。しかし、日本は
四季がはっきりしていますが、イギリスは日
本に比べて四季があいまいで、天気はとても
変わりやすいです。年間を通じて気温の変化
は激しく、日照は非常に短く、良い天気が長
く続くことはありません。夏でも気温は低く、
よく雨が降り、風が強い日がたびたびあります。ほとんど
のイギリス人は、子どものころ海水浴場で震えていた思い
出を持ち、多少寒くても我慢するように両親から言われて
育ちました。
また、服装についていえば、日本では暑ければ薄着をし、
寒ければ厚着をするのが普通だと思いますが、イギリスで
は天気や気温が頻繁に変わり、そのたびに服装を変えるこ
とは「みっともない」ことであるという考えを持っている

ため、多少寒いからといって厚着はしません。夏であれば
薄着であると決まっており、夏に子どもが家で厚着をして
いると「まさかそんな服装で外に出ないよね？」と親に言
われます。気候に合った服を着ることは自然に対して負け
を認めることと思っているのです。

一方で、多くのイギリス人は、夏休みを暖
かい南ヨーロッパで過ごすことを好みます。
そして、変化のない気候について物足りなさ
を口にします。イギリス人と気候との関係は
複雑です。

イギリス人は会話の「つかみ」としてよく
天気の話をします。それは、天気が皆の関心
事であることと、一般的にイギリス人は自分
の気持ちを表に出すことが苦手なため、無難
な話題だからです。日本人も会話の際、天気
や気温の話題をよくするので、お互いに似た

習慣を持っているところが面白いと思います。
結局のところ、悪い天気は誰もが耐えなければならない

ものです。冷たい雨は皆に平等に降り注ぎ、誰もこれから
逃れることはできません。しかし、耐え難い雨もいつかは
止みます。雨あがりの雲の切れ間からのぞく日差しに人は
喜びを感じます。それは人生でも同じことです。天気の話
のように、誰かに不満を言っているうちに雨はあがり、美
しい日差しを見ることができる日はきっと訪れると思います。

A L T リレーコラム ［第 84 回　イギリスの気候と天気 　by セバスチャン・フェイガン］	 COLUMN

琴引浜で美しい夕日に出会いました

日
本
遺
産
「
三
〇
〇
年
を
紡

ぐ
絹
が
織
り
成
す
丹
後
ち

り
め
ん
回
廊
」
構
成
文
化
財
で
あ
る

旧
尾
藤
家
住
宅
に
残
さ
れ
て
い
た

襖
絵
の
中
か
ら
、
幕
末
の
宮
津
の
画

家
、
和わ

だ田
屏へ

い
ざ
ん山

（
１
８
０
６
年
～

１
８
７
３
年
）
が
描
い
た
「
四
季
花

鳥
図
」
を
紹
介
し
ま
す
。

四
面
の
襖
の
中
央
に
さ
ま
ざ
ま
な

季
節
の
花
鳥
画
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。
右
か
ら
順
に
「
木も

く
れ
ん蓮
に
文ぶ
ん

鳥ち
ょ
う

図
」、「
稲
穂
に
五ご
じ
ゅ
う
か
ら

十
雀
図
」、「
紅
葉

に
椋む

く
ど
り鳥図
」、「
葦あ
し
に
翡か
わ
せ
み翠図
」
と
い

う
風
に
、
季
節
の
順
に
は
並
ん
で
お

ら
ず
、冬
の
花
鳥
が
欠
け
て
い
ま
す
。

そ
し
て
邸
内
の
別
の
間
の
押
入
れ
襖

に
「
猫ね

こ
柳や
な
ぎに
燕つ
ば
め図
」「
梅
に
文
鳥
図
」

の
二
面
（
い
ず
れ
も
春
の
画
題
）
が

は
ま
る
と
い
う
、
奇
妙
な
配
置
と

な
っ
て
い
ま
す
。

襖
や
屏
風
の
周
囲
に
余
白
を
設

け
、
各
面
の
中
心
に
絵
を
貼
る
形
式

を
「
押お

し
絵え

貼ば
り

」
と
い
い
ま
す
。
各
面

で
絵
が
連
続
せ
ず
構
図
が
小
さ
く
な

る
一
方
、
容
易
に
仕
立
て
直
し
が
で

き
る
の
が
特
徴
で
す
。
本
作
は
か
つ

て
六
曲
一
双
屏
風
十
二
面
の
花
鳥
図

だ
っ
た
も
の
を
、
破
損
を
免
れ
た
絵

や
、
当
主
お
気
に
入
り
の
絵
を
選
り

出
し
て
仕
立
て
直
し
た
も
の
で
し
ょ

う
。
常
識
に
捉
わ
れ
ず
自
邸
内
に
絵

を
配
置
す
る
、
尾
藤
家
当
主
の
高
い

時の贈り物［ 第97回　花鳥の襖の奇妙な配置～日本遺産関連文化財～ ]	

右
上
「
木
蓮
に
文
鳥
図
」
／
右
下
「
稲
穂

に
五
十
雀
図
」
／
左
上
「
紅
葉
に
椋
鳥
図
」

左
下
「
葦
に
翡
翠
図
」

趣
味
性
が
う
か
が
え
ま
す
。

四
面
の
襖
絵
は
江
山
文
庫
企
画
展

「
花
鳥
百
態
」
で
７
月
８
日
ま
で
展

示
し
て
い
ま
す
。

（
与
謝
野
町
教
育
委
員
会
）和田屏山筆「四季花鳥図」紙本淡彩　押絵貼襖四面

赤ちゃんのかわいらしい様子は、見る人を笑顔にする力があ
りますね。子育ては、楽しいことも大変なこともたくさん。図
書館では、そんな保護者の皆さんを応援する本を揃えています。

図書館へ行こう！		  BOOKS

●問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
●開館時間／午前 10 時～午後６時　●休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

赤ちゃんに関する本

Info 「ブックスタート」事業を行っています！

「ブックスタート」とは、乳児検診前期を受ける親子に、司書が選んだ
赤ちゃん向けの絵本２冊を実際に読み聞かせたあと、その絵本をプレゼントするもの
であり、子育て応援課、保健課および図書館が連携して行っています。また、野田川
子育て支援センターで月２回行われている「プレママカフェ」でも、図書館にある子
育てに関する本の一部をご覧いただけます。年４回は図書館職員が本の紹介をします。
詳しい日程は、毎月回覧される「子育て支援センター予定表」をご確認ください。

更新手続きのお願い

現在、登録内容の確認・更新作業を
進めておりますが、まだの方は、来館
時に利用者カードと身分証明書の提示
をお願いします。

引き続きご協力いただきますよう、
よろしくお願いします。

『マンガでわかる０～３歳のこれで安心子育て
ハッピーアドバイス』

明橋大二著／太田知子イラスト／１万年堂出版
０～３歳の時期でいちばん大切なこ
とを、イラストやマンガで分かりや
すくアドバイス。パパの子育て、育
児の悩みＱ＆Ａも収録した１冊。

「ハッピーアドバイス」は子どもの年
齢や悩みに応じたシリーズがありま
す。子育てで悩んだときには、この
本のような育児本を参考にしてはい
かがでしょうか？

『きみは赤ちゃん』
川上未映子著／文芸春秋

芥川賞受賞作家が 35 歳ではじめて
の妊娠・出産の経験を、作家ならで
はの鋭い観察眼と独自の視点で綴っ
たエッセイ。つわりの苦しみや、「出
産前診断」への苦悩、育児に対して
の夫への不満などが率直な言葉で書
かれているので、参考になったり共
感する女性も多いのでは？

『あかちゃん社長がやってきた』
マーラ・フレイジー著／もとしたいづみ訳／講談社

ある日、パパとママの元にやってきたのは、あかちゃん社長。
次から次へと仕事を命令していきます。休みはなく、気難しく

てすぐにかんしゃく
をおこすのです。赤
ち ゃ ん と の 日 々 を
ユーモラスに描いた
絵本。続編にあかちゃ
ん社長がお兄ちゃん
になった『あかちゃん
新社長がやってきた』
もあります。

一般書 ●『誰にでもできるアンガーマネジメ
ント』安藤俊介／ベストセラーズ ●『炎と怒
り』マイケル・ウォルフ／早川書房 ●『親子
カフェのつくりかた』小山訓久／学芸出版社 

●『実はこんなに間違っていた！日本人の健康法』奥田昌子／
大和書房 ●『それでもこの世は悪くなかった』佐藤愛子／文
藝春秋 児童書  ●『15才までに語彙をあと1500増やす本』福
田尚弘／アーバン ●『みんなにゴリラ』高畠那生／ポプラ社 
●『がっこうだってどきどきしてる』アダム・レックス／ＷＡ
ＶＥ出版  ●『世界恐竜アトラス』エミリー・ホーキンズ／徳
間書店 ●『世界不思議地図』佐藤健寿／朝日新聞出版

今月の
新着図書

Info　　図書館おはなし会

■日時	 ６月22日（金） ※毎月第４金曜日
	 午後１時30分～３時
■問い合わせ先	 江山文庫　☎ 43-2180

江山文庫読書会 与謝野晶子の童話を読む

第 74 回「おとり鳥」[ 野田川 ]　６月 16 日（土）午前 10 時 30 分～
[ 本　館 ]　７月７日（土）午後２時～

[ 加　悦 ]　７月 14 日（土）午前 10 時 30 分～
（おはなし倶楽部よむよむによる七夕おはなし会）
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私 は今、悲しみをこらえて原稿を書いています。な
ぜなら、皆さんにお別れを言わなければならない

からです。私はこの夏で任期を終え、アメリカに帰ります。
私は与謝野町で２年間働きました。初めてこの町に来た
ときから今まで、皆さんは変わらず私に温かく接してくれ
ましたね。初めての土地で不安でいっぱいだった私が今ま
でなんとか暮らしてこられたのは、地域や職場の皆さん、
そしてかわいい生徒たちの親切さに支
えられたからです。この２年間、本当に
素晴らしい人たちと一緒にいることが
できて幸せでした。
日本に来る前の私はとても内気でし
た。１人暮らしはもちろん、１人で海外
旅行もしたことがありませんでした。ま
た、高校の教員免許は持っていましたが、実際に教師とし
て働いたことはありませんでした。
そのため、日本でＡＬＴとして働くことを両親に打ちあ
けたとき、冗談だと思って信じてくれませんでした。言葉
の通じない国で、しかも人前で仕事をすることは、当時の
私にとって信じられないほど勇気のいることでしたが、大
学の授業で知った日本の文化と自然の美しさを直接感じ、
経験してみたいという好奇心が私の心を動かしました。
日本に来てからは信じられない経験の連続でした。与謝
小学校の授業で大江山に登りました。故郷のジョージア州

は平らな土地で山がないため、登山は初めての経験でした。
本当に大変でしたが、山頂の景色を見ながら食べるお弁当
は格別でした。また、私にとって映画や漫画の中の存在だっ
たラーメンやカレーライスなどの日本食を食べました。着
物を着付けられるようになり、カラオケで歌えるようにな
り、１人で旅行ができるようになりました。初めて教壇に
立ち、中学校、小学校、保育園で授業をすることができま

した。全てが夢のような経験でした。
これら素晴らしい経験は、この町の

人々の助けがあったからこそ得られた
ものです。ここでの経験は私に勇気と自
信を与えてくれるとともに、私を変えて
くれました。アメリカにいたときは考え
られませんでしたが、帰国後、私は故郷

でも教師として働く予定にしています。
与謝野町の皆さん、素晴らしい経験をさせていただきあ

りがとうございました。児童生徒、先生方、地域の方、全
ての与謝野町の人々との交流が輝かしい思い出です。

最後に、皆さんにどうしても伝えたいことがあります。
ぜひ、新しい経験をしてください、内なる好奇心の声に従
い、自分の安全な庭を抜け出してください。外の世界には
今まで経験したことのないような素晴らしい出来事が待っ
ています。与謝野町の皆さん、さようなら。また会う日ま
でどうかお元気で。

A L Tリレーコラム ［第 86 回　さようなら与謝野町。そして、ありがとう。by ミシェル・ビューロー］	 COLUMN

大好きなお母さんと日本旅行ができました。
皆さん、また会いましょう！
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５
０
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８
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８
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。
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か
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時の贈り物［ 第98回　明治 150 年の俳額 ]	

と
も
あ
れ
当
時
の
与
謝
の
人
々

が
、
移
り
ゆ
く
季
節
の
中
で
活
き
活
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と
俳
句
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を
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で
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様

子
が
う
か
が
え
ま
す
。

こ
の
俳
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催
中
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で
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と
が
で
き
ま
す
。

（
与
謝
野
町
教
育
委
員
会
）俳額「奉額発句集」（与謝：柴神社）

図書館へ行こう！		  BOOKS

●問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
●開館時間／午前 10 時～午後６時　●休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

昔ほど使われなくなっているといわれる「方言」ですが、自分が住む地域の個性
の一つとして見直されています。他の地域のものであってもなぜか温かさや親しみ
を感じる「方言」の魅力を再発見しませんか。

方言の不思議

読書マラソンは９月２日まで！

小学生までのお子さんを対象に、夏休み期間に図書
館で借りた本の数だけシールを集めて100冊を目指
す読書マラソン。期間中に100冊達成は無理でも、
30・50・75冊にそれぞれミニゴールを設けていま
す。自分のペースでチャレンジしてみてください。

今年４月から登録情報更新のために、来館時に身分証の提示をお願いし
て確認作業を進めています。まだ確認が済んでおられない方は、図書館で
手続きをお願いします。なお、９月 30 日までに確認ができない場合には、
確認手続きをしないと貸出ができないことになりますので、お早めに確認
手続きをお願します。

利用者カード登録情報の確認はお済みですか？

『おらおらでひとりいぐも』
若竹千佐子／河出書房新社

55 歳から小説講座に通い 63 歳で書い
た処女作が芥川賞を受賞したことで話
題の小説。主人公は夫に先立たれ、子
どもたちとは疎遠な 71 歳の女性。そ
の半生が、まるで終戦後、高度経済成
長を経て現在までの日本の姿をなぞる
かのように、東北弁で語られていきま
す。

『ぼちぼちいこか（英語でもよめる）』
マイク・セイラー／ロバート・グロスマン／偕成社

のんびりやのカバくんがいろんなお仕
事に挑戦する様子が、ユーモアたっぷ
りに描かれたこの絵本は、児童文学者
の今江祥智氏が訳した関西弁が効いて
います。英語と日本語が併記されてい
るので、それぞれを見比べてみると、
方言はもちろん翻訳の奥深さに気付く
ことができます。

『47 都道府県方言キャラ絵本　全２巻』
たかいよしかず／国土社

全国にある方言が、なんと “コトダマ”
という個性豊かなキャラクターに変
身することで、子どもも方言に興味
を持てるよう、都道府県ごとに代表
的な方言が紹介されています。
あなたの知っている方言はいったい
どんな “コトダマ” になっているで
しょうか？

『誤解されやすい方言小辞典　東京のきつねが
大阪でたぬきにばける』　　　　　  篠崎晃一／三省堂

「おかしい」が「はずかしい」、「ぐれる」
が「捻挫する」といったように、同じ
言葉でありながら、地域によって意味
が違うそんな「方言」を、国語辞書の
編集代表である著者が、イラストをま
じえてていねいに解説した１冊。
この機会にぜひお手にとって方言につ
いて学んでみませんか？

一般書 ●『10代からの心理学図鑑』マーカス
・ウィークス／三省堂 ●『ビッグヒストリー
入門』デヴィッド・クリスチャン／ＷＡＶＥ出
版 ●『おいしい雑草料理』小崎順子／サンル

クス ●『晴れ着のゆくえ』中川なをみ／文化学園文化出版局 

今月の
新着図書

●『万引き家族』是枝裕和／宝島社  児童書  ●『そうべえと
きじむなー』たじまゆきひこ／童心社 ●『にゅうどうぐも』
野坂勇作／福音館書店 ●『目でみることばのずかん』おかべ
たかし／東京書籍 ●『世界のお祭り』竹永絵里／河出書房新
社 ●『ジャングルのサバイバル』洪在徹／朝日新聞出版

Info　　図書館おはなし会

■日時	 ８月24日（金） ※毎月第４金曜日
	 午後１時30分～３時
■問い合わせ先	 江山文庫　☎ 43-2180

江山文庫読書会 与謝野晶子の童話を読む

第 76 回「馬に乗った花」
[加　悦]　８月11日（土）午前10時30分～
[野田川]　８月18日（土）午前10時30分～
[本　館]　９月１日（土）午後３時～

7　広報よさの AUGUST 2018 6



皆 さんこんにちは、ナターシャです。今年の夏
は暑いだけでなく台風が非常に多く発生した

年でしたね。この町もたびたび台風に襲われ、私た
ちはほぼ毎週、避難の準備をしなければなりません
でした。台風が来るたびに私は、この町のたくさん
の方に心配していただき、台風の恐ろ
しさとしなければいけない備えについ
て教えてもらいました。しかし、私に
とって嵐への備えは日常的なものでし
た。なぜなら、私の故郷バルバドスが
あるカリブ海では、毎年ハリケーンと
呼ばれる嵐がたびたび襲来するからで
す。

カリブ海の諸国ではハリケーンの季
節についてうたわれた詩があります。

「June too soon, July standby, August you must, 
September remember, October all over.〔（嵐への
備えは）６月は早過ぎる、７月は用意を、８月はしっ
かり、９月は用心を、10 月は終り〕」。カリブ海の
ハリケーンは甚大な被害をもたらすものも多く、昨
年も２つの超大型ハリケーンが島々に大きな被害を
与えました。

ハリケーンに備えて、バルバドスの家庭では水、

非常食、ろうそく、懐中電灯、電池などを常備して
います。大きなハリケーンが襲来する場合は日本と
同じく学校などが避難所になります。バルバドスは
何年もの間ハリケーンに直接襲われていませんが、
毎年必ず備えをしています。

３年前、初めて日本に来たとき、私
は台風や地震の際のこの町の対応に感
銘を受けました。この町では何かある
とすぐに FM 告知放送とサイレンで
住民に危険を知らせてくれます。また、
避難所が非常に早く開設されること、
避難や災害の片付けの際に住民が互い
に助け合うことが当然のように行われ
ていることは、非常に素晴らしいこと
だと感じました。

災害への備えを重要視していることは、バルバド
スと日本に共通していることです。この２つの国で
暮らすことで私は、災害に備えることがどれほど重
要であるかを学びました。何事も準備を怠ることが
なければ、嵐だけでなく、人生の困難をも乗り越え
ることができるでしょう。私は２つの国の生活を経
験することで、この教訓を得られたことを感謝して
います。

A L Tリレーコラム ［第 87 回　災害への備え　by ナターシャ・ハーパー］	 COLUMN

台風の後、阿蘇海を散歩しました。
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時の贈り物［ 第99回　「大黒柱」古民家にみる意匠と機能 ]	
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（
与
謝
野
町
教
育
委
員
会
）旧尾藤家住宅の大黒柱

図書館へ行こう！		  BOOKS

●問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
●開館時間／午前 10 時～午後６時　●休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

10 月 31 日は「ハロウィン」。元は秋の収穫を祝う意味合いの海外の行事が、
すっかり日本のイベントに定着しました。そんなハロウィン気分を盛り上げ
る本をご紹介します。

ハロウィン

よさのおはなしランドを開催しました ／／

9 月 15 日に、中央公民館で与
謝野町の図書館や学校で読み聞か
せをしているボランティアグルー
プのマザーグースの会、おはなし
倶楽部よむよむ、加悦読み聞かせ
会が一同に集まって、さまざまな
楽しいお話をしてくれました。 子どもも大人も絵本にくぎ付けでした

『ハロウィーンのひみつ』
はやしちかげ／金の星社

ハロウィーンにはどうし
てお化けの仮装をするの
でしょうか？また、なぜ
かぼちゃのランタンを作
るのか？「トリック・オア・
トリート」ってどういう
こと？そんなハロウィー
ンに関する疑問に答えて
くれる楽しい絵本です。

一般書 ●『旅する本の雑誌』本の
雑誌編集部 編／本の雑誌社 ●『走
り続ける力』山中伸弥 著／毎日新
聞出版 ●『よくわかるみんなの救

急』坂本哲也 編／大修館書店 ●『着物から』高
橋恵美子 著／主婦と生活社  児童書  ●『へん
しんたんてい』あきやまただし 作・絵／金の星
社 ●『あべ弘士どうぶつクイズ教室』あべ弘士 
著／クレヨンハウス ●『なぜ？の図鑑　科学マ
ジック』藤嶋昭 監修／学研プラス ●『親子でま
なぶたのしい考古学』山岸良二 文／同成社

今月の
新着図書

『モンスター・ホテルでハロウィン』
柏葉幸子 作／高畠純 絵／小峰書店

優しいモンスターがいるホテル
が舞台の「モンスターホテル」
シリーズの最新刊。ハロウィン
の日に、魔女やミイラ男たちが
町を歩いていると、男の子に「す
ごーい ! みんな本物に見える」
とほめられて、一緒にお菓子を
もらいに行くことになるのです
が…。

Info　　図書館おはなし会

■日時	 10月26日（金） ※ 毎月第４金曜日
	 午後１時30分～３時
■問い合わせ先	 江山文庫　☎ 43-2180

江山文庫読書会 与謝野晶子の童話を読む

第 78 回「石と少女」
[ 加　悦 ]　10 月 13 日（土） 午前 10 時 30 分～
[ 野田川 ]　10 月 20 日（土） 午前 10 時 30 分～
[ 本　館 ]　11 月３日（土） 午前 10 時 30 分～

◆◇ 雑誌リサイクルのお知らせ ◇◆

10 月 27 日～ 11 月９日は読書週間。この季節
に毎年恒例の雑誌リサイクルを行います。図書館
で保存期限が切れた雑誌を希望者へお譲りしま
す。お近くの館（室）で本を借りる際に、ぜひご
利用ください。

【本 館】　10 月 26 日（金）～ 11 月１日（木）
【野田川分室】　11 月３日（土）～ 11 月８日（木）
【加 悦 分 室】　11 月 10 日（土）～ 11 月 15 日（木） 
それぞれ開館時間中（午前 10 時～午後６時）

《 内　容 》
▼平成 26 年９月から平成 27 年８月末までに図
書館で購入した雑誌 54 種類 782 冊（予定）▼期
間中お１人様３冊まで。電話等での予約・取り置
き・交換は受け付けられません。▼お渡しする際
には図書館カードを呈示いただきます。▼数に限
りがありますので、先着順で無くなり次第終了し
ます。※ 雑誌タイトル等詳細は館内掲示ポスター
および図書館ホームページでご確認ください。
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皆 さんこんにちは、ジョアンナです。冬になり
寒くなりましたね。このような寒い日は、故

郷のトリニダード・トバゴで暮らしていたころに父
が温かいスープを作ってくれたことを思い出します。
父は大学教授でしたが数年前に退職し家にいる
ため、よく私たち家族に料理を作って
くれました。特に父が作るカリブ海風
スープは絶品で、ジャガイモ、カボ
チャ、人参、牛の骨、レンズ豆、新鮮
なハーブとスパイスを煮込んで作りま
す。雨が降る肌寒い日、家のドアを開
けると漂ってくるスープの香りはとて
もうれしいものでした。
現在、私が暮らす与謝野町の気候は、
熱帯にある故郷よりずっと寒いもので
す。そのため、この町で暮らし始めた最初の冬、私
は父のスープが恋しくなり、これを自分で再現しよ
うと思いました。まず、圧力鍋を購入し、父のレシ
ピの具材を探しました。しかし、カリブ海風スープ
には欠かせない「レンズ豆」を売っている店は見つ
かりませんでした。日本でレンズ豆はメジャーでは
ありませんが、世界の多くの国でとてもよく食べら
れています。小さなレンズの形をした豆で、乾燥さ
せたまま手軽に料理に使え、健康食品としても注目

されています。
ある日、神戸で暮らす友人が輸入スーパーでレン

ズ豆を見つけ、袋いっぱい私にプレゼントしてくれ
ました。彼女のおかげで私は父のスープを作ること
ができました。

日本の冬を乗り切るため、私は故郷
の料理を作るだけでなく、日本の冬の
料理を学ぶ必要がありました。旬の具
材を使った料理は体を温めてくれるだ
けでなく、豊富に含まれる栄養は風邪
を防ぐ力を与えてくれます。

そこで、私は土鍋を購入し「しゃぶ
しゃぶ」と「おでん」を作ってみました。
日本では鍋料理のためにたくさんの種
類のダシが市販されており便利ですが、

「しゃぶしゃぶ」にはどのダシを使えば良いのか分
からずたくさん失敗しました。それでも、日本の「コ
タツ」で温まりながらいろいろな味を試すことは楽
しいものでした。

これから寒い日々が続きますが、温かい料理は体
と心を温めてくれます。また、温かさは家庭の味を
思い出し、家族への愛情を深くしてくれると思いま
す。皆さんにも私の父のスープのような思い出の料
理はありますか？

日本のラーメンも体を温めてくれる
ので大好きです！
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）温江遺跡から出土した人面付土器

図書館へ行こう！		  BOOKS

●問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
●開館時間／午前 10 時～午後６時　●休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

年末年始期間の開館情報

図書館の年末年始の開館情報をお知らせします。
来年も変わらずご利用くださいますようよろしくお願いします。

【年末年始休館期間】　12 月 28 日（金）～１月４日（金）
【年内開館最終日】　　12 月 26 日（水）　※ 12 月 27 日（木）は館内整理日のため休館
【新年開館初日】　　　1 月５日（土）　

年内は 12 月 26 日まで！
新年は１月５日から！

１月 14 日（月・祝）は本館・加悦分室は休館、野田川分室は開館しています。
祝日と休館日（本館・加悦分室は月曜日、野田川分室は火曜日）が重なる場合は、休館日となりますのでご
注意ください。休館日と重ならない祝日は、通常どおり開館しています。

早いもので今年もあと少し。年末年始には１年を思い起こし、新
しい年を迎える準備をする方も多いのではないでしょうか。季節の
行事を紹介した本をご紹介します。

１年を振り返って
『和の暮らしが楽しい！おうち歳時記』

中西利恵／成美堂出版

忙しい日々の中でも、四季
を感じながら心豊かに暮ら
したいと感じている方へお
勧めしたい、手軽に年中行
事を知って楽しめる本。お
正月気分を高める食卓アレ
ンジや簡単お雑煮の作り方
など、現代にあったアイデ
アが盛りだくさんです。

一般書  ●『賢い子』は図鑑で育てる』
瀧靖之／講談社 ●『ホモ・デウス 全２巻
』ユヴァル・ノア・ハラリ／河出書房新
社●『売上がアップする商品写真の教科

書』やまぐち千予／玄光社 ●『ことことこーこ』阿川
佐和子／ＫＡＤＯＫＡＷＡ  児童書  ●『羽生結弦（冬
のアスリートたち）』満薗文博／汐文社●『ようこそ！
ティールームことりへ』どいかや／アリス館 ●『キラ
キラッとほしがかがやきました』宮西達也／ポプラ社 
●『みえるとかみえないとか』ヨシタケシンスケ／アリ
ス館 ●『放課後の時間割』岡田淳／偕成社

今月の
新着図書

『ひらがな暦』
おーなり由子／新潮社

やさしく温かなイラストと文
章で知られる漫画家・絵本作
家の著者が子どものころの思
い出や日常のささやかな出来
事を１日１ページずつ１年
366 日綴った本作。寝る前に
少しずつ読み進めて、自分の
一年に思いを馳せてみたい１
冊です。

『和の行事えほん ２秋と冬の巻』
高野紀子／あすなろ書房

季節の伝統行事を、繊細でか
わいらしいイラストで描かれ
たうさぎやたぬきの動物家族
と一緒に、わかりやすく解説
してくれる絵本。おせち料理
や正月飾りの意味など、子ど
もだけでなく大人にとっても
読み応えのある絵本。『春と
夏の巻』もぜひご覧ください。

Info　　図書館おはなし会

■日時	 12月21日（金） ※ 12月は第3金曜日
	 午後１時30分～３時
■問い合わせ先	 江山文庫　☎ 43-2180

江山文庫読書会 与謝野晶子の童話を読む

第 80 回「長い会の客」
[ 野田川 ]　12 月 15 日（土） 午前 10 時 30 分～

[ 本　館 ]　１月５日（土） 午前 10 時 30 分～
（クリスマスお話し会）
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